
○ 観光入込客数調査・・・３６３地点 ○ （単位：人、％）

・

○ アンケート調査・・・回答数３，１２３ ・

・ 対面聞き取り方式 ・

・ 年４回×県内１０箇所で調査（富士・東部地域は冬と春・夏・秋で調査地点が異なる） ・

・ 主な質問項目 ： 性別、年齢、居住地、旅行目的、消費動向、利用交通機関、満足度、訪問地点数　等 ・

○ 宿泊客数調査 ・

・ 観光庁が実施する宿泊旅行統計調査の結果を使用

○ 観光消費額は、県全体で ４，８６５億円であり、対前年比 ＋５３．２％ ・ １年を春期（３～５月）、夏期（６～８月）、秋期（９～１１月）、冬期（１～２月及び１２月）に分け、比較した。

○ 観光入込客数（実人数）は３，１５８万８千人であり、対前年比　＋２２．７％ ・ １年のうちで秋期が８６７万９千人（構成比２７．５％）と最も多く、冬期が６０５万２千人（構成比１９．２％）と最も少ない。

・ 日帰り客数（実人数）は２，２２０万７千人であり、対前年比 ＋２３．７％ ・ 全期で前年を上回ったが、令和元年の観光入込客数には至らなかった。（△８．８％）

宿泊客数（実人数）は９３８万１千人であり、対前年比 ＋２０．３％

・ 県外客数（実人数）は ２，４７０万人であり、対前年比 ＋２４．３％

県内客数（実人数）は ６８８万８千人であり、対前年比 ＋１７．２％

※県外客数（実人数）には外国人を含む。

○ １人当たりの平均消費額は、１５，４０２円であり、対前年比 ＋２４．９％

○ 観光入込客数（延べ人数）は４，７６２万８千人であり、前年比＋１９．５％

＜参考＞

外国人延べ宿泊者数(確定値)は２５５万５千人であり、対前年比 ＋７９．６％【出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」】

各統計数値は、端数処理をしているため表中の合計値と個々の数値の合計が一致しないことがある。

令和６年 山梨県観光入込客統計 調査結果（令和６年１月～令和６年１２月）

令和６年の観光入込客数の圏域別での構成比では
富士・東部圏域が５４．８％と最も高い。自然（山岳、湖等）、歴史・文化（神社、美術館、ワイナリー等）、温泉・健康、スポーツ・レクリエーション（公園、遊園地等）、都市型観光

（農産物直売所等）、その他（道の駅等）、行事・イベントなど、県内の観光地や観光施設に対して、来客の利用状況を調査

峡中は５１１万６千人であり、対前年比 ＋１９．５％

峡東は４５２万人であり、対前年比 ＋１２．４％

峡北は２５２万９千人であり、対前年比 ＋６．１％

富士・東部は１，７２９万６千人であり、対前年比 ＋３２．１％

～観光客のアンケート調査結果～

峡南は２１２万７千人であり、対前年比 ＋ ７．６％

　  県外宿泊客２９，５８４円、県内宿泊客１３，２６５円 、訪日外国人宿泊客２７，２０７円

属性別の１人当たり平均消費額 　県外日帰り客８，４５７円、県内日帰り客３，６３１円、訪日外国人日帰り客８，１０７円

圏域別の比較（実人数）

期別、月別の比較（実人数、３カ年比較）結果概要

【３カ年比較グラフ】

【期別構成比】

調査方法 ～観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に基づく調査（平成２２年４月より導入）～

（単位：人）

項目 令和元年 令和５年 令和６年 対前年比 令和元年比 備考

春期 9,115,536 7,537,155 8,300,800 110.1% 91.1% ３～５月

夏期 9,925,989 7,112,182 8,556,036 120.3% 86.2% ６～８月

秋期 8,992,554 6,531,612 8,679,354 132.9% 96.5% ９～11月

冬期 6,611,433 4,572,573 6,051,772 132.3% 91.5% １～２月及び１２月

年計 34,645,512 25,753,522 31,587,960 122.7% 91.2%
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月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和元年 2,693,001 1,993,830 2,682,456 3,089,717 3,343,363 2,564,119 2,836,986 4,524,884 2,883,764 2,774,922 3,333,868 1,924,602

令和５年 1,868,172 1,439,040 2,264,655 2,466,907 2,805,593 2,140,908 2,133,978 2,837,296 2,057,154 2,233,687 2,240,771 1,265,361

令和６年 2,296,459 1,823,029 2,387,010 2,883,422 3,030,368 2,527,802 2,593,962 3,434,272 2,698,833 2,979,721 3,000,800 1,932,284
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【３カ年比較表】

※コロナ禍前（令和元年）と比較するため、

令和２～４年の数値は割愛

県外観光客の居住地

東京、神奈川、静岡、埼玉など、隣接する都県からの観光者が多い。
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交通手段（複数回答）

車を利用した観光客が７８．２％と圧倒的に多く、次いでJR在来線の利用が

多い。
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旅行目的（複数回答）

自然や温泉を楽しむ目的での観光客が多い。

31.8%

26.0%

22.3%

16.0%

11.0%

10.5%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40%

自然を楽しむ

温泉を楽しむ

食を楽しむ

名所・旧跡・歴史

ショッピング
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旅行計画の参考資料（複数回答）

普段身近に接する人からの情報やインターネットでの情報を旅行の

参考とする観光客が多い。
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観光入込客数 構成比 観光入込客数 構成比

峡　中 5,115,515 16.2% 4,278,992 16.6% 119.5%

峡　東 4,519,990 14.3% 4,020,948 15.6% 112.4%

峡　南 2,127,031 6.7% 1,976,744 7.7% 107.6%

峡　北 2,529,079 8.0% 2,384,384 9.3% 106.1%

富士・東部 17,296,345 54.8% 13,092,454 50.8% 132.1%

年計 31,587,960 100.0% 25,753,522 100.0% 122.7%

圏域名
令和06年

対前年比
令和05年
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（単位：億円）

年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

観光消費額 3,573 3,967 4,157 4,133 4,001 4,330 2,776 2,690 3,066 3,175 4,865

観光入込客数 3,002 3,146 3,205 3,216 3,769 3,465 1,688 1,838 2,738 2,575 3,159

観光消費額 観光入込客数

（単位：万人）

年別の比較（観光消費額、観光入込客数（実人数））


